
No. 資料名称 員数 作成者 制作年 概要

1 橘姓木俣
たちばなせいきまた

氏
し

系
けい

図
ず

并家紋橘巴菊水
ならびにかもんたちばなともえきくすい

1巻 江戸時代後期 敏
び

達
だつ

天皇から「第三十二」の楠木正成
くすのきまさしげ

、「第四十一」の木
き

俣
また

守勝
もりかつ

までを記した木俣家系図。

2 明智
あ け ち

光秀
みつひで

書状
しょじょう

1通 明智光秀 天
てん

正
しょう

6年(1578) 木
き

俣
また

守
もり

勝
かつ

の比類なき働きに対し、光秀が褒美として50石
こく

を与える旨の書状。

3 木
き

俣
また

守
もり

勝
かつ

・守
もり

安
やす

事
じ

績
せき

書
しょ

1冊 江戸時代

木俣家初代守勝、2代守安の事績を記したもの。

徳川
とくがわ

家康
いえやす

が守勝や武
たけ

田
だ

の遺
い

臣
しん

を井伊
い い

直政
なおまさ

の部下とした経緯を記す。

4 徳川家康
とくがわいえやす

自
じ

筆書
ひつしょ

状
じょう

1通 徳川家康 天
てん

正
しょう

11年(1583)

徳川家康が信濃
し な の

への出兵に際し、井伊
い い

直政
なおまさ

に直政隊の一部を送るよう命じた書状。

直政隊の初陣
ういじん

を示す。

5 徳川家康
とくがわいえやす

書
しょ

状
じょう

1通 徳川家康 天
てん

正
しょう

13年(1585)

信州上
しんしゅううえ

田
だ

城
じょう

の真
さな

田
だ

昌幸
まさゆき

攻めに際し、徳川家康が井伊
い い

直政
なおまさ

の家臣へ送った書状。

昼夜の辛労を称え、油断のないよう伝える。

6 徳川家康
とくがわいえやす

書
しょ

状
じょう

1通 徳川家康 天
てん

正
しょう

19年(1591)

九
く

戸
のへ

城
じょう

攻めにより、井伊
い い

直政
なおまさ

隊に多数の負傷者が出た旨の報告を、徳川家康が直政から受け、

心配して直政に宛てた書状。

参考 関
せき

ヶ
が

原合戦
はらかっせん

図
ず

1隻 大館
おおだて

素
そ

雪
せつ

江戸時代後期

関ヶ原合戦の全容を描いた屏風。

合戦後の恩賞をめぐる事件を仲裁した木
き

俣
また

家初代守勝
もりかつ

の功績を連想させる表現が見られる。

7 木
き

俣
また

守長書
もりながしょ

状
じょう

・井伊
い い

直孝御書等
なおたかおんしょなど

写
うつし

1通 木俣守長他 元禄
げんろく

11年(1698)

木俣家4代守長の書状などを書き留めたもの。

初代守
もり

勝
かつ

が関ヶ原
せきがはら

合戦
かっせん

後の恩賞をめぐる事件を仲裁した経緯を記す。

8 伊達
だ て

政宗書
まさむねしょ

状
じょう

1通 伊達政宗 慶
けい

長
ちょう

6年(1601) 井伊
い い

直政
なおまさ

の体調を気にかけつつ、伊達政宗が徳川
とくがわ

家康
いえやす

への仲介を直政に依頼した書状。

9 黒
くろ

田
だ

長政書
ながまさしょ

状
じょう

1通 黒田長政 慶
けい

長
ちょう

15年(1610)

黒田長政が木
き

俣
また

家初代守勝
もりかつ

に宛てた書状。

長政が名古屋
な ご や

へ出向くも、今回は時間がなく、対面できない旨を記す。

10 福島正則書
ふくしままさのりしょ

状
じょう

1通 福島正則 慶
けい

長
ちょう

年中(1596-1614)

福島正則が木
き

俣
また

家初代守勝
もりかつ

に宛てた書状。

「兵
ひょう

部
ぶ

殿
どの

」（井伊
い い

直継
なおつぐ

ヵ）へ歳暮の祝儀を差し上げる旨を記す。

11 本
ほん

多
だ

忠勝書
ただかつしょ

状
じょう

1通 本多忠勝 慶
けい

長
ちょう

13年(1608)

伊賀
い が

上
うえ

野
の

城
じょう

の引き渡しを終えた旨を、木
き

俣
また

家初代守勝
もりかつ

が本多忠勝に伝えたことへの返書。

忠勝が守勝の働きを労う内容。

12 徳川秀忠
とくがわひでただ

御
ご

内書
ないしょ

1幅 徳川秀忠 慶
けい

長
ちょう

年中(1596-1614)

木
き

俣
また

家初代守勝
もりかつ

が将軍徳川秀忠に松茸の漬物を献上したことへの礼状。

守勝が井伊
い い

家を代表して特産品を献上したとみられる。

13 木
き

俣
また

土
と

佐
さの

守
かみ

守勝
もりかつ

武
ぶ

功
こう

紀
き

年
ねん

自記
じ き

1冊 慶
けい

長
ちょう

15年(1610)

木俣家初代守勝の一代記
い ち だ い き

。

彦
ひこ

根
ね

城
じょう

の築城に際し、守勝が金
こん

亀
き

山
さん

への築城を徳川
とくがわ

家康
いえやす

に訴えた様子を記す。

14 井伊
い い

直孝
なおたか

書
しょ

状
じょう

1通 井伊直孝 江戸時代初期

井伊直孝が木
き

俣
また

家2代守安
もりやす

に宛てた書状。

井伊直
なお

政
まさ

死後の家
か

中
ちゅう

騒動後も、直継
なおつぐ

の為に尽くすことを守安へ依頼する内容。

15 安藤直次書
あんどうなおつぐしょ

状
じょう

1通 安藤直次 慶
けい

長
ちょう

15年(1610)

徳川
とくがわ

家康
いえやす

が病気の木
き

俣
また

家初代守勝
もりかつ

を心配して送った薬の効能などを、

家康近臣
きんしん

の安藤直次が伝えた書状。

16 文
ぶん

庫
こ

金銀取出
きんぎんとりだし

証文
しょうもん

1通 木
き

俣
また

守安
もりやす

他 慶
けい

長
ちょう

19年(1614)

彦
ひこ

根城
ねじょう

天守
てんしゅ

に納めた慶長10年(1605)の彦根藩の余剰金を、

大坂
おおさか

の陣
じん

に際して取り出す旨を記した証文。

テーマ展「滋賀
し が

県
け ん

指
し

定有形文
て い ゆ う け い ぶ ん

化
か

財
ざ い

 指
し

定
て い

記
き

念
ね ん

　彦
ひ こ

根
ね

藩筆頭
は ん ひ っ と う

家
が

老
ろ う

木
き

俣
ま た

清
せ い

左
ざ

衛
え

門
も ん

家
け

文書
も ん じ ょ

」展示作品リスト

１　初代守勝と井伊直政―彦根藩井伊家の形成―

2　井伊家家中を束ねる―初代守勝・2代守安の躍動―



No. 資料名称 員数 作成者 制作年 概要

テーマ展「滋賀
し が

県
け ん

指
し

定有形文
て い ゆ う け い ぶ ん

化
か

財
ざ い

 指
し

定
て い

記
き

念
ね ん

　彦
ひ こ

根
ね

藩筆頭
は ん ひ っ と う

家
が

老
ろ う

木
き

俣
ま た

清
せ い

左
ざ

衛
え

門
も ん

家
け

文書
も ん じ ょ

」展示作品リスト

17 本
ほん

多
だ

政重書
まさしげしょ

状
じょう

1通 本多政重 慶
けい

長
ちょう

19年(1614)

加賀
か が

藩
はん

の家
か

老
ろう

本多政重が木
き

俣
また

家2代守安
もりやす

に宛てた書状。

大坂
おおさか

の陣
じん

で負傷した守安の手の様子を案じる内容。

18 井伊
い い

直澄
なおすみ

知
ち

行宛行状
ぎょうあてがいじょう

1通 井伊直澄 万
まん

治
じ

3年(1660) 井伊直澄が木
き

俣
また

家3代守
もり

明
あきら

に知
ち

行
ぎょう

7000石
こく

を与える領
りょう

知
ち

の宛行
あてがい

状。

19 御
ご

家
け

来
らい

中由緒書
ちゅうゆいしょがき

1冊 明
めい

治
じ

2年(1869) 木
き

俣
また

清
せい

左
ざ

衛
え

門
もん

家を構成する家臣の足軽
あしがる

などの来歴を記した帳面。

20 御家
ご か

中指物
ちゅうさしもの

武器
ぶ き

類
るい

絵図
え ず

2枚 江戸時代後期

木
き

俣
また

家に伝来する馬
うま

印
じるし

や旗
はた

指物
さしもの

の図。

馬印については初代守勝
もりかつ

・2代守安
もりやす

が戦場に持参したという伝承も記される。

21 服部南郭書
はっとりなんかくしょ

状
じょう

1巻 服部南郭 江戸時代中期

儒学者
じゅがくしゃ

・荻生
おぎゅう

徂
そ

徠
らい

の高弟
こうてい

・服部南郭が木
き

俣
また

家6代守貞
もりさだ

に宛てた書状。

家
か

老
ろう

としての心得を記す。

22 木
き

俣
また

家御
け お

成格式書付
なりかくしきかきつけ

1通 江戸時代後期

井伊
い い

直
なお

孝
たか

以降、井伊家の歴代当主が藩主となって初めて彦根に国
くに

入
い

りする際、

木俣邸へ立ち寄って下賜
か し

した物等の先例を記したもの。

23 朝鮮通信
ちょうせんつうしん

使
し

東
どん

滸
ほ

書
しょ

1通 洪
ほん

東
どん

滸
ほ

寛
かん

永
えい

20年(1643)

朝鮮通信使の一行として来日した洪東滸が木
き

俣
また

家2代守安
もりやす

に宛てた書状。

守安に書跡などを送る旨の内容。

24 直筆
じきひつ

御
お

請其外
うけそのほか

御
ご

用留
ようどめ

1冊 享保
きょうほう

19年(1734)

木
き

俣
また

家6代守貞
もりさだ

が家
か

老
ろう

役
やく

を務めるにあたり、書状などを書き留めた帳面。

家老役の務めの内容が具体的に見える。

25 井伊
い い

直憲感
なおのりかん

状
じょう

1通 井伊直憲 元
げん

治
じ

元年(1864) 井伊直憲が木
き

俣
また

家11代守盟
もりちか

の禁門
きんもん

の変
へん

での働きを称えた書状。

26 長門
な が と

・周防
す お う

･石
いわ

見
み

・安芸
あ き

間道細
かんどうさい

図
ず

1鋪 江戸時代後期 広島
ひろしま

城
じょう

下
か

から萩
はぎ

城
じょう

下
か

までの宿
しゅく

場
ば

や村々などの位置を記した絵図。

27 彦
ひこ

根
ね

藩
はん

家
か

老用
ろうよう

状
じょう

1通 在
ざい

芸
げい

家
か

老役
ろうやく

中
ちゅう

慶応
けいおう

2年(1866)

広島
ひろしま

に出陣
しゅつじん

した彦根藩の家老が木
き

俣
また

家11代守
もり

盟
ちか

に宛てた書状。

井伊
い い

隊の一部をさらに西の玖波
く ば

宿
しゅく

へ進めることを伝える内容。

28 彦
ひこ

根
ね

藩
はん

家
か

老用
ろうよう

状
じょう

1通 家
か

老
ろう

役
やく

中
ちゅう

慶応
けいおう

2年(1866)

彦根藩の家老が木
き

俣
また

家11代守盟
もりちか

に宛てた書状。広島
ひろしま

の様子や、

長崎
ながさき

で購入する西洋
せいよう

銃
じゅう

について記す。

29 木
き

俣
また

守盟書
もりちかしょ

状
じょう

1通 木俣守盟 慶応
けいおう

2年(1866)

広島
ひろしま

に駐屯する木俣家11代守盟が同地に出兵中の家
か

老
ろう

に宛てた書状。

兵の士気を維持するため、宮島
みやじま

遊覧などを提案する内容。

30 井伊
い い

家
け

家扶
か ふ

書
しょ

状
じょう

1通 井伊家
い い け

家扶
か ふ

明
めい

治
じ

33年(1900) 木
き

俣
また

家12代畏
い

三
ぞう

を華
か

族
ぞく

に列し、男
だん

爵
しゃく

の爵位を授けられたことを伝える書状。

31 木
き

俣
また

畏
い

三
ぞう

辞
じ

令
れい

1通 宮
く

内大臣
ないだいじん

子
し

爵
しゃく

田
た

中光顕
なかみつあき

明
めい

治
じ

33年(1900) 木俣家12代畏三が従
じゅ

五位
ご い

に叙された辞令。

32 金
こん

亀
き

町
ちょう

木
き

俣
また

畏
い

三
ぞう

屋
や

敷外観写真
しきがいかんしゃしん

1枚 彦
ひこ

根
ね

佐和
さ わ

山下
やました

精
せい

美
び

館
かん

明
めい

治
じ

時代～昭和
しょうわ

初期 木俣家12代畏三の屋敷外観写真。
※いずれも彦根城博物館所蔵。
※参考は木俣清左衛門家伝来資料（彦根市指定文化財）、それ以外は全て木俣清左衛門家文書（滋賀県指定有形文化財）。

３　彦根藩筆頭家老 木俣清左衛門家

４　幕末維新の中の木俣清左衛門家



作 品 解 説

１ 明智光秀書 状 １通（作品リストNO.２）
あけ ち みつひでしょじょう

滋賀県指定有形文化財

天 正 ６年(1578)
てんしょう

縦 26.8㎝ 横 43.0㎝

当館蔵（木俣清左衛門家文書）
き またせい ざ え もん け もんじょ

木俣清左衛門家初代守勝
もりかつ

は、三河 国 岡崎（現愛知
み かわのくにおかざき

県岡崎市）の出身で、岡崎

城主徳川家康の小 姓 （主
とくがわいえやす こ しょう

君に近侍し、身辺の雑事や

警護にあたる役職）を務め

ましたが、一時期家康のも

とを離れ、明智光秀に仕え

ました。本史料は、その時

期のもので、織田信長の命
お だ のぶなが

で光秀が神吉 城 （現兵庫
かん き じょう

県加古川市）を攻め落とした際、光秀のもとで比類無き活躍をした守勝を賞して、光秀

が守勝に50石を与える旨を伝えたものです。この後、守勝は家康に召し戻され、天正10
こく

年(1582)、家康の命で若き井伊直政を支える家老となります。
い い なおまさ か ろう

２ 徳川家康自筆書 状 １通（作品リストNO.４）
とくがわいえやす じ ひつしょじょう

滋賀県指定有形文化財

天 正 11年(1583)
てんしょう

縦 15.8cm 横 97.6cm

当館蔵（木俣清左衛門家文書）
き またせい ざ え もん け もんじょ

天正10年(1582)、徳川家康は先に滅びた武田の旧臣を配下に加えると、その多くを井
とくがわいえやす たけ だ い

伊直政の部下とし、直政を 侍 大 将（部隊の長）とする部隊を編制します。本史料は、
い なおまさ さむらいだいしょう

天正11年、家康が小田原城主北 条 氏直との争いの中で信濃へ出兵する際、直政隊の一
お だ わら ほうじょううじなお しな の

部を高遠口（現長野県伊那市）へ派兵するよう直政に命じたものです。この時、直政自
たかとおぐち

身は出陣しなかったものの、木俣清左衛門家初代守勝が武田の旧臣らを率いて高遠口へ
もりかつ

向かったとされ、これが直政隊の初陣となりました。



３ 文庫金銀取出 証 文 １通（作品リストNO.16）
ぶん こ きんぎんとりだししょうもん

滋賀県指定有形文化財

慶 長 19年(1614)
けいちょう

縦 33.5cm 横 85.5cm

当館蔵（木俣清左衛門家文書）
き またせい ざ え もん け もんじょ

慶長10年(1605)の彦根藩の余剰金（井伊家の年貢米収入の約１割程である米4000石に
ごく

相当する貨幣）を、慶長12年に木俣清左衛門家初代守勝が彦根 城 天守に納めた後、慶
もりかつ ひこ ね じょうてんしゅ

長19年の大坂冬の陣に際して、井伊直孝の命でその一部を取り出したことを記した証文。
おおさかふゆ じん い い なおたか

この証文が作成された時期は、豊臣家が大坂にあり、戦争の火種がくすぶっていました。
とよとみ

この史料からは、戦時体制下の緊迫感が伝わってきます。

４ 木俣家御成格式書付 １通（作品リストNO.22）
き また け お なりかくしきかきつけ

滋賀県指定有形文化財

江戸時代後期

縦 16.4cm 横 132.0cm

当館蔵（木俣清左衛門家文書）
き またせい ざ え もん け もんじょ

井伊家歴代当主は 入 部（当主となった後に初めて国入りすること）の際、木俣清左
い い にゅう ぶ くに い

衛門邸に御成（立ち寄ること）し、木俣家ではそれを受け入れることを慣例としました。
お なり

これは、慶 長 19年(1614)の大坂冬の陣の後、井伊直孝が兄の直継に代わって井伊家当
けいちょう おおさかふゆ じん い い なおたか なおつぐ

主となって入部した際、兄の家族を憚って御殿に入らず、木俣邸に入った先例に由来す
ご てん

るもので、木俣家が固有に

務めた役割の一つです。本

史料には、歴代当主の入部

に際して、腰物や時服など
こしもの じ ふく

を拝領した先例が記されて

います。



５ 彦根藩家老用 状 １通（作品リストNO.27）
ひこ ね はん か ろうようじょう

滋賀県指定有形文化財

慶応２年(1866)
けいおう

縦 15.2cm 横 60.4cm

当館蔵（木俣清左衛門家文書）
き またせい ざ え もん け もんじょ

幕末期、幕府は 長 州 藩と対立し、長州藩を攻撃しました（幕 長 戦争）。彦根藩は幕
ちょうしゅうはん ばくちょうせんそう

府軍の一員として広島に本陣を置き、木俣清左衛門家11代守盟は廿日市（現広島県廿日
ひろしま ほんじん もりちか は つ かいち

市市）に陣を置きました。本史料は、広島に在陣する家老が守盟に宛てたもので、廿日

市の部隊の一部を、さらに西の玖波 宿 （現広島県大竹市）へ進軍させることになった
く ば しゅく

旨を伝えたものです。この２ヶ月後、玖波宿の南西にある小瀬川（長州藩と広島藩の国
お ぜ がわ

境）で激しい戦闘が始まりました。
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